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【
要
約
】
　
個
別
経
営
の
分
析
に
よ
る
地
主
制
の
研
究
は
す
で
に
多
く
患
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
と
く
に
農
業
経
営
の
分
析
ぽ
か
り
で
な
く
、
現
実
の

地
主
経
済
に
と
っ
て
多
か
れ
少
か
れ
比
重
を
も
つ
て
い
た
農
業
経
営
以
外
の
面
に
つ
い
て
も
分
析
し
、
こ
れ
ら
谷
方
面
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
を

考
察
し
、
地
主
経
済
全
体
の
動
き
を
統
一
的
に
掘
遠
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
真
銅
家
の
場
倉
で
は
同
家
の
経
済
を
講
成
し
て
い
た
農

業
経
営
、
牛
売
買
、
貸
付
は
そ
れ
ぞ
れ
変
化
す
る
が
、
全
体
と
し
て
寛
政
…
一
文
化
期
を
転
換
期
と
し
て
、
牛
売
買
の
不
振
は
農
業
経
営
の
縮
少
、
貸
付
の

沈
滞
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
綿
作
の
不
振
も
且
っ
て
農
業
経
営
の
重
点
は
小
作
地
に
お
か
れ
、
貸
付
も
村
内
の
小
口
貸
付
が
中
心
に
な
る
。
こ
の
聞
、
地
主
制

は
次
第
に
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
鴬
の
ほ
か
に
種
々
の
経
済
活
動
を
行
な
う
三
舎
が
か
な
り
み
ら
れ

　
　
　
一
　
は
　
し
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
点
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
農
業
経
営
の
分
析
と
岡
時
に
、
そ
の

・
地
主
制
の
成
立
お
よ
び
そ
の
変
質
過
程
を
、
地
主
経
営
の
綱
別
的

分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
研
究
は
、
す
で
に
以
前
か

ら
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
す
ぐ
れ
た
見
解
が
い
く
つ
か
出

　
　
　
　
①

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
い
ず
れ
竜
農
業
経
営
の
分
析
に

焦
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
基
本
的
に
正
し
い
。
し
か
し
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
近
世
後
期
の
地
主
に
は
農
業

他
の
経
済
活
動
の
諸
側
漁
を
も
分
析
し
て
、
そ
れ
ら
を
関
連
的
、
統

一
的
に
考
察
し
て
こ
そ
、
地
主
帰
捌
の
性
格
お
よ
び
そ
の
変
質
過
程
が
、

よ
り
具
体
的
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
決
し
て
地
主
の
農
業
経
営
を
軽
視
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む

し
ろ
逆
に
よ
り
深
く
具
体
的
に
理
解
し
て
、
地
主
経
済
の
性
絡
お
よ

び
変
質
過
程
を
正
し
く
知
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
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見
解
に
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
河
内
国
古
市
捨
駒
ケ
谷
の
地
主
真

銅
家
の
場
合
を
と
り
上
げ
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
駒
ケ
谷
村
は
、
す
で
に
諸
氏
が
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
和
川
支
流
石
川
の
流
域
に
あ
っ
て
、
河
内
か
ら
大
和
へ
越
え
る
街

道
筋
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。
町
村
に
は
河
内
で
指
折
り
の
牛
市
が
あ
り
、

ま
た
付
近
一
帯
は
棉
作
地
帯
で
あ
っ
た
。
近
世
を
通
じ
て
伯
太
言
替

で
あ
り
、
村
高
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
の
検
地
帳
に
よ
る
と
、
四

二
〇
石
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
幕
末
ま
で
変
化
し
て
い
な
い
。
人
口

は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
七
六
四
人
で
最
も
多
く
、
そ
の
後
、
多

少
の
増
減
を
く
り
返
し
な
が
ら
滅
少
し
て
、
交
化
元
年
（
帖
八
〇
四
）
、

問
二
年
に
五
コ
ニ
人
で
最
低
と
な
り
、
そ
の
後
、
ジ
グ
ザ
グ
に
増
減

し
て
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
ま
た
家
数
は
元
禄
九
年
（
一

六
九
六
）
に
最
も
多
く
一
五
三
戸
で
あ
り
、
そ
の
後
ジ
グ
ザ
グ
の
変

化
を
示
し
な
が
ら
減
少
し
、
安
永
ご
ろ
か
ら
ま
た
増
加
し
て
い
る
。

　
真
銅
家
は
、
こ
の
駒
ケ
谷
村
に
お
い
て
庄
屋
の
家
筋
で
あ
り
、
ま

た
村
で
最
高
の
高
持
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
駒
ケ
谷
牛
市
の
牛
聞
屋
で

も
あ
っ
た
。
同
家
に
は
、
近
世
初
頭
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
で
の
地

方
史
料
が
き
わ
め
て
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
同
家
の
経
済
に

関
す
る
も
の
は
、
年
代
的
に
み
る
と
、
一
部
が
近
世
初
期
に
さ
か
の

ぼ
る
が
、
大
部
分
は
近
世
後
期
と
く
に
宝
暦
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
内
容
的
に
み
る
と
、
①
牛
の
売
買
に
志
す
る
も
の
、
②
農
業
経

営
に
関
す
る
竜
の
、
⑧
物
お
よ
び
金
銭
の
貸
借
に
関
す
る
も
の
な
ど

で
あ
り
、
①
は
比
較
的
少
な
く
、
②
お
よ
び
③
は
か
な
り
多
い
。
し

た
が
っ
て
、
真
銅
家
の
経
済
活
動
の
中
心
は
、
牛
の
売
買
、
農
業
経

営
（
自
作
・
小
作
）
、
物
お
よ
び
金
銭
の
貸
付
、
　
の
一
二
本
だ
て
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
三
看
は
ど
の
よ
う
な
関

連
を
も
つ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
地
主
と
し
て
の
真
銅
象
の
経
済
の
重
心
な
い
し
性
格
は
ど
の
よ
う

で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
問
題
点
に
つ
い
て
、
順
次
分
析
し
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

二
三
の
売
買

　
真
銅
家
の
牛
売
買
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
酒
井
一
氏
が
「
近
世
畿

内
農
業
と
牛
流
通
」
　
（
例
史
林
』
四
四
の
二
、
三
号
）
で
詳
し
く
論
じ
て

お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
真
銅
家
の
牛
売
買
に
つ
い

て
の
動
き
を
簡
単
に
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
村
の
牛
市
は
、
摂
津
天
王
寺
村
の
牝
牛
市
に
対
し
て
牡
牛

市
で
あ
り
、
西
国
筋
の
牛
を
泉
州
、
紀
州
方
面
へ
送
る
中
継
所
に
な
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近歓後期の地主経済（宮下）

つ
て
い
た
。
こ
の
牛
市
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
天
和
二
年
（
一
六
八

二
）
の
文
書
に
み
え
て
お
り
、
こ
の
辺
り
で
は
駒
ケ
谷
村
・
一
須
賀

村
・
恩
地
村
・
柿
の
内
村
の
翠
雲
に
牛
市
が
あ
り
、
駒
ケ
谷
市
の
問

屋
が
真
銅
甚
兵
衛
…
で
あ
っ
て
、
中
買
も
兼
ね
て
い
た
。
取
引
高
は
元

禄
ご
ろ
に
年
閣
五
〇
〇
疋
を
数
え
、
享
保
末
期
に
は
、
さ
ら
に
増
加

し
て
い
る
。
し
か
し
宝
暦
－
明
和
期
に
な
る
と
、
天
王
寺
村
の
独
占

が
強
化
さ
れ
て
、
駒
ケ
谷
市
は
河
内
の
他
の
牛
市
と
と
も
に
圧
迫
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
際
し
て
、
甚
兵
衛
は
明
和
六
年

（一

ｵ
六
九
）
に
伸
買
を
甥
の
五
兵
衛
に
ゆ
ず
り
、
自
ら
は
問
屋
に
専

念
す
る
と
い
う
よ
う
に
経
営
の
転
換
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
明
和
－

天
明
初
期
に
は
駒
ケ
谷
の
牛
取
引
は
減
少
し
、
天
明
三
年
に
は
一
須

賀
市
を
併
合
し
て
回
復
を
図
っ
た
結
果
か
、
や
や
増
す
が
、
天
明
末

期
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
は
や
く
も
ゆ
き
づ
ま
妙
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
関
係
史
料
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、

真
銅
家
の
牛
市
を
中
心
と
す
る
経
済
活
動
は
衰
退
し
た
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
牛
市
の
変
化
に
対
応
す
る
真
銅
家
の
農
業
経
営

お
よ
び
貸
付
の
動
き
は
ど
の
よ
う
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も

つ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
農
　
業
　
経
　
営

　
真
銅
家
の
農
業
経
営
の
動
き
を
み
る
た
め
に
、
ま
ず
同
家
の
村
内

で
の
持
高
の
変
化
を
、
名
寄
帳
な
ど
に
よ
っ
て
み
る
と
、
第
1
表
の

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
に
一
二

石
西
で
あ
っ
た
の
が
、
年
代
の
下
る
に
し
た
が
い
次
第
に
増
加
し
、

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
は
四
三
石
余
に
な
る
が
、
そ
の
後
は
宝

暦
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
次
第
に
減
少
し
、
文
政
期
に
は
や
や
も
ち
な

お
し
て
、
そ
の
ま
ま
明
治
期
を
迎
え
て
お
り
、
天
保
期
に
は
宝
暦
期

の
約
七
〇
％
に
な
っ
て
い
る
。
寛
文
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
の
増
加
は
、

主
に
田
蜘
の
買
得
、
質
流
な
ど
に
よ
る
の
で
あ
り
、
当
時
盛
ん
で
あ

っ
た
牛
売
買
の
利
益
が
田
畑
に
投
資
さ
れ
、
ま
た
田
畑
を
抵
当
に
利

貸
さ
れ
て
、
田
畑
の
増
加
を
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
宝
暦
期
以
降
の
減
少
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、
甚
兵
衛
が
明
和
三

　　　　第1表

婆ξ蛋同家の村内才穿喜石

12．434

2L803

27．425

37．579

42．065

43．520

37．238

32．363

32．813

27．823

27．823

30．743

30．923

29．223

寛如0

元禄8

圧徳1

享保20

元文5

宝暦10

明和6

天明4

寛政5

文化2

t，　12

文政8

天保6

弘化4
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年
（
一
七
六
六
）
に
曳
舟
四
九
七
を
娘
婿
の
弥
兵
衛
に
ゆ
ず
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
増
減
は
売
買
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
点
は
売
券
お
よ
び
当
座
帳
の
田
地
代
銀
記
載
な
ど
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
牛
売
買
の
衰
退
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
村
内
持
高
の
ほ
か
に
他
村
へ
の
出
作
分
が
か
な
り
あ
る
。
享

保
三
年
（
一
七
工
ハ
）
に
は
、
村
内
の
持
高
二
四
石
二
八
二
に
対
し
、

出
作
分
は
円
明
村
に
三
石
、
大
黒
村
に
沓
石
九
四
九
、
誉
田
村
に
若

干
（
年
貢
取
米
分
が
○
石
九
三
）
あ
る
。
ま
た
宝
暦
二
二
年
（
一
七
六
三
）

に
は
大
黒
村
に
港
口
高
九
石
一
八
四
（
石
高
は
約
四
石
）
が
み
ら
れ
、

明
諏
六
年
（
一
七
六
九
）
に
は
村
内
持
高
三
七
石
二
三
八
に
対
し
大
黒

村
に
出
作
分
黒
石
八
四
五
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
は
村
内
捧
高

一二

�
ﾎ
八
二
二
、
大
黒
村
に
出
作
分
四
石
五
二
五
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
出
作
分
は
年
代
が
下
る
に
つ
れ
て
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
、
以
上
が
持
高
の
す
べ
て
で
あ
り
、
そ
の
変
化
で
あ
っ
て
、

真
銅
家
は
こ
れ
を
自
作
分
（
競
作
分
）
小
作
分
に
分
け
て
経
営
し
て
い

た
。
内
士
分
が
明
記
さ
れ
て
い
る
年
が
少
な
い
が
、
小
作
宛
高
は
小

作
収
納
帳
に
よ
っ
て
わ
か
る
年
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
持
高
と
対
比

さ
せ
て
表
示
す
る
と
第
2
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
明
和

第2表　小作早口高の変化

困購却・作麟
76．435

75．320

63．912

64．232

67．997

64．340

68．738

70．708

63．343

24．765

42．668

32．363

32．813

27．823

2Z823

30．743

30．923

29．223

享保3

窒暦3

天明5

寛政7

文化2
文化12

序詩8

天保7

嘉永4

鮒
以
降
の
持
高
の
減
少
に
か

か
わ
ら
ず
小
作
宛
口
高
は
減

少
せ
ず
、
む
し
ろ
天
明
期
か

ら
天
保
期
に
か
け
て
増
加
の

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

牛
の
売
買
が
衰
退
し
て
ゆ
く

に
つ
れ
て
、
自
作
分
が
減
少

し
、
小
作
分
が
多
く
な
る
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
後
の
変
化
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は

自
作
分
は
三
石
余
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
が
小
作
地
化
さ
れ
て
い
る
。

小
作
地
の
割
合
は
文
化
期
以
後
と
く
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
真
銅
家

に
お
い
て
は
す
で
に
近
世
前
期
か
ら
、
か
な
り
の
小
作
地
経
営
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

つ
て
お
り
、
摂
津
武
庫
郡
西
昆
陽
村
の
氏
田
家
な
ど
に
比
べ
る
と
、

早
く
か
ら
小
作
地
経
営
の
比
率
が
高
い
。
し
か
し
、
享
保
期
に
は
、
・

他
村
へ
の
出
作
が
多
く
、
村
内
で
考
え
れ
ば
と
く
に
、
．
文
化
期
以
後
．

小
作
地
の
比
率
は
、
急
激
に
増
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
以
下
、

自
作
経
営
と
小
作
地
経
営
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
お
よ
「

び
動
き
を
さ
ら
に
具
体
的
に
分
析
し
て
み
ょ
う
。

　
王
　
自
作
経
営
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近世後期の地主経済（宮下）

　
持
高
は
検
地
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
本
来
の
生
産
高
で
あ
る
に
対

し
、
小
作
宛
高
は
現
実
に
決
め
ら
れ
た
生
産
高
で
あ
っ
て
持
高
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

均
一
一
・
四
倍
ぐ
ら
い
の
値
を
示
し
て
お
り
、
持
高
か
ら
小
作
手
車
を

引
い
た
亀
の
が
自
作
分
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
2
表
に
示
し
た
よ

う
に
宝
暦
期
か
ら
文
化
期
に
か
け
て
、
持
高
が
減
少
す
る
の
に
対
し

て
、
小
作
宛
高
は
天
明
期
以
降
ジ
グ
ザ
グ
に
増
減
し
、
と
く
に
文
化

期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
自
作
分
は

宝
暦
期
以
降
次
第
に
減
少
し
、
と
く
に
文
化
期
以
降
そ
の
傾
向
が
著

第3表　自作地と小作地（宛口高）

代瞬副小作地謡馨
石 石 9’o

年

29

S1

R7

R3

Q4

R5

Q8

2

　石
76．435

72．030

5ユ．950

69．872

78．659

68．879

72．055

63．912十22匁

126．186

　石
30．ユ00

50．200

36．540

34．450

24．480

36．980

28．500

25．1／0

2．900

享保3（1718）

寛延4（1751）

明和3（1766）

tt　6（1769）

tt　7（1770）

ft　8（1771）

安交｝く2（1773）

天明5（1785）

i，　6　（1786）

明治42（1909）

し
か
っ
た
と
い
え
る
。

実
際
に
自
作
分
が
明
記

さ
れ
て
い
る
年
を
ひ
ろ

い
上
げ
て
み
る
と
、
第

3
表
の
よ
う
に
、
自
作

分
は
寛
延
か
ら
明
和
に

か
け
て
急
激
に
減
少
し
、

明
和
－
安
永
期
に
は
全

玉
高
の
一
二
〇
％
前
後
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後

竜
自
作
分
は
ジ
グ
ザ
グ

第4表　労働力の変化

年代i家族人劃下男下女

4
凸
　
4

4
　
　
4

り
0
　
　
り
Q
　
　
り
O

3
　
6
　
545

8
　
　
1

9
自
　
－

3 1

O
　
　
I

2
　
　
9
臼

8

　5

8

7

6

　7

11

5

4

6

7

10

（4）

（3）

（4）

（2）

（4）

（6）

（6）

（2）

（4）

（3）

（6）

（4）

元禄7

宝永ユ

正徳4

享保3

tt　11

元交！

寛延2

天明6

文化3

天保3

n　13

嘉永5

（　　）　をま15～60歳

奉公人の詑載の欠けた年もある

らしい。

に
滅
少
の
方
向
を
た
ど
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
文
化
期
以
降
に
は
ほ
ぼ

二
〇
％
以
下
に
減
少
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自

作
分
は
寛
延
以
降
、
さ
ら
に
文
化
以
降
と
い
う
風
に
段
階
的
に
減
少

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
減
少
と
と
も
に
経
営
内
容
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
、
ま
た
な
ぜ
右
の
よ
う
に
段
階
的
に
減
少
し
た
の
で
あ
ろ
う
・

か
。
以
下
こ
の
問
題
を
、
①
労
働
力
の
変
化
、
②
米
作
と
長
恨
と
の

関
係
、
③
自
作
と
小
作
の
収
支
関
係
、
の
三
点
か
ら
具
体
的
に
考
察

し
て
み
ょ
う
と
思
う
。

　
①
労
働
力
の
変
化
真
銅
家
の
自
作
経
営
に
投
入
さ
れ
た
労
働

力
が
、
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
を
み
る
た
．
め
に
、
ま
ず
宗
門
改
帳

を
検
討
し
て
み
る
と
、
真
銅
二
分
と
し
て
宗
門
帳
に
寵
載
さ
れ
て
い

る
家
族
人
数
お
よ
び
奉
公
人
の
数
は
第
4
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
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第5表日傭雇入数
計女男

5
5
　
　
　
｝
5
5
　
5
　
　
5
　
…
5
5
…
攣
堅
5
5
5
険
　
熟
5
、
・
5
馳
5
5
5
5
5

9
5
1
0
4
3
1
8
1
1
9
4
a
9
8
2
a
9
7
1
0
8
4
7
6
飢
翫
σ
3
9
4
9
6
9
3
0
5
8
2
5
5
1
0
7
9
遮
5
8
3
3
6
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
8
7
6
6
5
6
7
2
4
6
5
4
　
4
…
3
　
3
9
6
6
3
8
6
4
2
4
2
2
4
9
1
2
2
2
1
0
　
1
2
4

8
3
9
4
6
4
2
0
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
1
2
2
1
　
3
1
2
1
1

　
2
1
1
1
2
2
2
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
－

57．5

119．5

96
72
99．5

177
137．5

179．5

196．5

141

　
　
5
5
5
　
　
　
　
　
　
　
5
…
　
…
5
5
5

・
1
9
6
3
5
6
9
6
1
1
0
0
0
0
5
…
4
0
9
7
0
4
6
6
0
0
2
0
2
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

．
9
4
5
2
　
　
2
　
　
　
　
1
　
　
1
…
1
　
基
2
2
2
8
3
　
　
　
　
1

「
D
　
　
ど
D
　
　
r
D
　
　
「
D
『
D
5

1
9
5
8
4
6
3
8
4
0

3
1
9
6
6
6
8
2
4
5

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
↑12

34．5

16

45．5

62．5

46
37．5

73
26
40
60
48
44．5

　　7

30．5

25．5

　　5．5

96

266．3
49

240
53
50．5

69
43．5

18．5

345．7
16
13

145．5

295．75
11．5

20
127
29．5

14
105．5
　　8．5

！3．5

23．5

46．5

　　9．5

緬
6
7
8
9
却
4
5
6
ε
…
灘
9
碧
羅
綱
3
4
佃
3
4
5
6
7
…
B
幽
5
6
7
8
9
・
。
謎
認
s
6
8
9
碧
η
彦
3
4
5
却
3
4

明
安
…
寛
　
享
文
　
…
文
…
　

天
　

弘
嘉

表
に
よ
る
と
、
家
族
人
数
お
よ
び
そ
の
う
ち
の
労
働
可
能
（
一
お
う

一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
男
女
と
決
め
た
）
な
人
数
は
、
ジ
グ
ザ
グ
に

変
化
し
て
い
る
が
、
年
代
的
な
変
化
は
み
ら
れ
ず
、
前
者
は
五
人
か

ら
一
一
人
の
間
を
、
後
者
は
二
人
か
ら
六
人
の
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
前

後
し
て
い
る
。
　
だ
か
わ
、
　
こ
の
面
か
ら
経
営
の
内
容
お
よ
び
規
模

の
年
代
的
変
化
に
、
直
接
の
影
響
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
下
男
・
下
女
な
ど
の
奉
公
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
元
禄
か
ら

寛
延
ま
で
は
八
人
か
ら
九
人
の
問
を
前
後
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
年

代
的
変
化
が
み
と
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
後
は
著
し
く
減
少
し
て
天

明
i
文
化
期
に
は
二
人
な
い
し
は
全
く
な
し
と
い
う
状
態
に
な
り
、

そ
の
後
わ
ず
か
に
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
寛
延
以
降
の
奉
公
人
の
減
少

は
、
元
禄
以
来
こ
の
村
の
人
口
が
減
少
し
、
都
市
へ
流
出
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
減
少
は
先
に
の
べ
た

同
期
の
自
作
分
の
減
少
に
一
お
う
対
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
奉
公
人
が
文
化
期
に
は
全
く
な
く
な
り
、
そ
の
後
わ
ず
か
に

ふ
え
て
い
る
の
に
、
自
作
分
は
先
に
の
べ
た
よ
う
に
段
階
的
に
減
少

し
て
、
両
者
の
間
に
対
応
関
係
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。

　
右
の
点
に
関
連
し
て
、
奉
公
人
と
と
も
に
労
働
力
と
し
て
新
た
に

現
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
日
傭
に
つ
い
て
、
な
お
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

真
銅
家
に
は
明
和
以
降
の
年
々
の
日
傭
帳
が
残
っ
て
い
て
、
雇
傭
し

た
人
名
が
い
ち
い
ち
細
か
に
書
き
上
げ
ら
れ
、
と
き
に
は
そ
の
仕
事
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近世後期の地主経済（宮下）

の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
、

年
間
の
男
女
別
雇
傭
人
数
を
み
る
と
、
第
5
表
の
よ
う
で
あ
り
、
ま

た
仕
事
の
内
容
と
そ
の
雇
傭
人
数
を
、
明
和
五
年
、
安
永
五
年
、
寛

政
九
年
、
文
化
三
年
の
記
載
分
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
5
表
の

よ
う
で
あ
る
。
第
6
表
に
よ
る
と
巳
傭
は
寛
政
期
か
ら
延
べ
人
数
が

へ
り
始
め
、
文
化
期
に
は
非
常
に
少
く
な
る
。
そ
の
後
、
文
政
期
に

は
多
く
な
る
が
文
政
の
終
り
ご
ろ
か
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
へ
っ
て
行
く
。

第6表　仕購の内容別麗傭人数（延べ人数）

明和5 安永5　1寛政gi文化3
とこしめ12

こへ麗

麦の中

やねや

　使

かや刈

3

2

2

1

1

麦こき8
やねや8
大工5．5
　使　1

草ひき　3Z5
菱こき　15

いねこき15
田うへ　　8・

愛かり　6
わたとり　5．5

たねもみ3
なひき　3
苗とり　1
わたまき1
そだかち1
なうへ　　1

わたとり39

のこき

菜まき

麦まき

なひき

　使

そだかり

いもほり

み　そ

16

4

3

2

2

1・

1

0．5

このほか各年：とも仕事の内容の記載されていない雇

傭人が根張ある。その人数は第5表を参照されたし。

ま
た
日
傭
が

多
く
使
わ
れ

て
い
た
明
和

ご
ろ
に
は
女

の
日
傭
が
多

か
っ
た
の
に

対
し
、
寛
政

の
終
り
ご
ろ

か
ら
男
の
臼

傭
が
絹
対
的

に
多
く
な
り
、

女
は
ほ
と
ん

ど
傭
わ
れ
，
な
く
な
っ
て
い
る
。
文
政
期
の
増
加
の
時
期
に
は
、
両
者

と
も
増
加
す
る
が
、
や
は
り
男
の
方
が
多
く
、
・
墨
黒
期
以
後
女
の
庸

傭
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
第
6
表
に
よ
り
日
傭
の
仕
事
の
内
容
の
変
化
を
み
る
と
、
明

和
五
年
、
安
永
五
年
に
お
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
わ
た

と
り
、
の
こ
き
、
草
ひ
き
、
稲
こ
き
、
麦
こ
き
な
ど
の
農
業
労
働
で

あ
る
の
に
対
し
、
寛
政
九
年
に
は
麦
こ
き
八
人
、
文
化
三
年
に
は
と

こ
し
め
な
ど
十
七
人
だ
け
と
少
く
な
り
、
屋
根
屋
、
大
工
な
ど
農
業

労
働
以
外
の
屯
の
が
で
て
来
る
。
勿
論
こ
れ
ら
は
仕
事
の
内
容
を
註

記
し
て
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
内
容
の
わ
か
ら
な

い
臼
傭
が
相
当
数
あ
る
が
、
し
か
し
、
農
業
労
働
と
し
て
の
日
傭
の

減
少
と
い
う
大
勢
は
う
た
が
う
余
地
が
な
い
。
こ
の
傾
向
は
こ
れ
か

ら
も
後
建
つ
づ
き
、
第
5
表
に
註
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
文
政
期

以
後
で
、
特
に
…
雁
傭
人
数
が
多
い
と
思
わ
れ
る
年
は
大
て
い
池
普
請

と
か
小
屋
普
請
な
ど
の
た
め
に
、
直
接
の
農
業
労
働
力
で
な
い
大
工
、

屋
根
屋
、
手
伝
な
ど
が
臨
時
に
多
量
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
除
く
と
、
農
業
労
働
力
は
ご
く
少
く
な
る
。
す
な
わ
ち
文

化
期
以
後
、
日
傭
数
が
減
少
し
、
と
り
わ
け
農
業
労
働
力
の
減
少
が

著
し
い
。
こ
の
β
傭
の
減
少
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
村
の
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第7表　真銅象の棉作高と小作棉作高

持高レ離副小作分
　　　　？

　　　8．948

　　　2．545

　　　2．334

　　i2．544

　　　0．750

　　　7．360

　　　0

　　　7．749

（！」、f丁重高）

　　　8．300

　　　3．518

　　　8．130

　　　5．300

　　　3．947

　　12．500

　　　2．000

　　13．506

　　　0

　　13．130

　　　3．525

　　10．630

　　　3．780

　　19．020

　　　2．788

10．450

14．825

11．275

11．478

14．044

15．764

11．710

14．734

13．309

10．890

8．060

10．roso

6．520

4．940

8．370

3．650

10．040

6．310

13．870

4．820

12．210

6．330

13．910

6．650

37．579

37．738

3LO13

32．363

32．363

27．315

28．416

32．813

29．223

29．223

29．223

29．223

27．823

29．823

29．823

29．823

29．823

27．823

29．823

29．823

29．823

27．823

27．823

享保20

天明1

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

寛政1

享和1

　　2
　　3

文化1

　　2
　　3

　　4
　　5

6
7
8
9
1
0
1
！
1
2

註　棉作高は仕分帳から真銅家の分だけ
　をぬき繊したもので，○○作と註記さ
　れているものを小作分と考えた。享和
　以降の小作宛高は田畑宛fF帳によるも
　のである。

戸
数
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
て
い
な
い
の
に
人
口
が
こ
の
こ
ろ
最
低
で

あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
考
え
て
、
一
般
に
労
働
力
が
都
市
へ
流
出
し
、

そ
の
た
め
従
来
の
条
件
で
は
日
傭
が
え
が
た
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
真
銅
家
の
各
種
労
働
力
の
年
代
的
変
化
と
、
先
に

の
べ
た
自
作
経
営
の
段
階
的
縮
少
と
を
対
応
さ
せ
て
、
関
連
的
に
み

る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
真
銅
家
は
年
季
奉
公
人

が
寛
延
ご
ろ
か
ら
減
少
す
る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
一
部
を
日
傭
に

転
換
し
、
自
作
経
営
の
規
模
を
縮
少
し
た
が
、
交
化
ご
ろ
に
な
る
と
、

臼
傭
も
今
ま
で
通
診
の
人
数
を
保
持
で
き
な
く
な
っ
て
、
減
少
せ
ざ

　
　
　
　
　
　
作
付
高
が
一
〇
九
三
九
八
四
で
あ
り
、

天
明
－
寛
政
期
が
か
な
り
さ
か
ん
で
、

地
面
積
の
約
三
分
の
一
、
を
し
め
て
い
た
。

棉
作
不
作
が
ふ
え
、
文
化
－
文
政
期
に
な
る
と
、

棉
作
凶
作
の
た
め
の
検
兇
願
が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
棉
作
眉
は
寛

政
末
期
か
ら
次
第
に
少
く
な
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
は
二
四

石
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
真
銅
家
の
棉
作
高
は
第
7
表
に
示
し
た

通
h
ソ
官
子
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
は
七
反
七
畝
一
山
ハ
止
少
、
　
一
〇
石
四
五

〇
で
あ
り
、
そ
の
後
、
村
金
体
の
傾
向
と
岡
じ
ょ
う
に
、
寛
政
初
期

　
②
米
作
と
棉
作
の
関
係

七
一
二
六
）
　
に
は
、

る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に

対
し
て
自
作
経
営
の
規
模
を
再
度
縮

少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
動
き
は
真
銅
家
の
衰
退
を
反
映

す
る
屯
の
で
あ
り
、
そ
の
衰
退
は
経

営
内
容
の
上
で
も
何
ら
か
の
変
化
と

し
て
現
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
次

に
そ
の
点
を
、
米
作
と
山
隠
と
の
関

係
か
ら
追
求
し
よ
う
と
思
う
。

駒
悶
ケ
谷
村
の
綿
…
作
は
一
城
文
一
兀
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、

　
　
　
毎
年
一
〇
〇
石
前
後
、
全
耕

　
　
　
　
し
か
し
、
寛
政
ご
ろ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ん
ど
連
年
、

8　（838＞



近世：後翔の地主経済．（富下）

ま
で
伊
か
多
く
、
　
ま
た
棉
作
賞
回
弾
か
か
藷
な
り
安
定
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

享
三
期
以
降
は
隔
年
に
増
減
す
る
場
合
が
多
く
、
年
々
の
ち
が
い
が

大
き
く
不
安
定
に
な
り
、
－
し
か
も
全
体
と
し
て
次
第
に
減
少
す
る
傾

向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
旧
作
は
寛
政
末
期
ご
ろ
か
ら
次
第
に
行
き
ず

ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
行
き
ず
ま
り
は
、
文
化
期
以
降

の
自
作
経
営
の
縮
少
と
時
期
的
に
一
致
し
、
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
真
銅
家
の
裏
作
経
営
が
内
容
的
に
ど
の
よ
う
に

第8表自作分棉作率
縮作率

44ere

26

19

37

計

　石

50．20

34．45

28．50

32．00

畑田棉

石
4．27

4．06

5．40

石
35．00

21．20

19．00

14．80

石
15．20

8．98

5．44

11．88

寛延4

明漁6

安永2

n　6

変
化
し
た
か
を
み
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
棉
作
の
自
作
と
小
作
の
割
含
は
、

第
7
表
に
あ
げ
た
棉
作
小
作
分
か
ら
推

算
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
年
に
よ
り

ち
が
い
は
あ
る
が
、
平
均
す
る
と
、
耕

地
面
積
に
対
す
る
棉
紅
潮
は
小
作
地
よ

り
竜
自
作
地
の
方
が
蕩
い
の
と
く
に
全

棉
作
製
の
へ
っ
た
文
化
期
以
降
は
そ
の

傾
向
が
著
し
く
、
真
銅
家
の
全
権
高
に

対
す
る
棉
作
高
の
割
合
が
一
〇
～
五
〇

％
で
あ
る
の
に
対
し
、
全
小
作
宛
口
高

に
対
す
る
小
作
棉
作
笹
原
の
翻
合
は
二

　　　第9表
真銅家の米・綿の収穫量

綿米

斤
　　　680

　　12ユ1

　　　617

　　　671

　　　423

　　　765

　　　998

　　　497

　　　336

　　　789

　　　250

　　　126

　　　668

　　　638

干！063

　　　855

干180
　　　276

干280
　　午99

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
娠
雛
幡
㎝
ε
D
繋
騒
即
蔦
艀
α
9
脇
η
昭
α
3
卸
9
D
％
服
a
ρ

4
1
2
2
1
1
1
1
3
2
1
　
　
2
2
1
！
1
1
1

安永4
　　6
寛政9
　　ユ0

　　11
　　ユ2

　　13

享聯2
　　3
　　4
文化2
　　6
　　13

文政2
　　3
　　7
　　8
天保／3

弘化2
　　4

～
薫
○
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
期
前
後
か
ら
小

作
地
の
棉
作
が
減
少
し
た
の
に
対
し
、
自
作
地
で
は
円
作
が
存
続
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
自
作
地
で
の
米
作
に
対
す
る
棉
作
の
割
合
、
つ
ま
り
棉

作
率
は
明
記
さ
れ
て
い
る
の
が
第
8
表
に
あ
げ
た
寛
延
一
安
永
期
の

か
ぎ
わ
れ
た
年
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
年
に
よ
り
大
分
ち
が
い
が
あ

る
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
鶴
作
地
の
棉
作
率
は
二
〇
～
四
〇
％
ぐ

ら
い
で
あ
る
。
そ
の
後
の
変
化
は
自
作
地
だ
け
に
つ
い
て
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
第
7
表
の
棉
作
高
と
棉
小
作
分
か
ら
推
算
す
る
と
、

最
も
豊
作
率
の
高
い
天
明
期
に
お
い
て
は
自
作
地
の
大
部
分
を
棉
作

に
投
入
し
て
い
た
年
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
以
上
の
比
率
に

対
応
す
る
米
・
綿
の
収
穫
量
を
み
る
と
、
第
9
表
の
よ
う
に
、
と
も

に
安
永
か
ら
文
化
に
か
け
て
減
少
す
る
が
、
次
の
文
政
期
に
は
増
加

9　（839）



作棉家銅

天明7年 寛政元年

水　か　き

舎　り　こ

ひしかまり

木　の　下

日　　　開

上田1反　1．5石
中旺1　0．5　　　0．65

下田0β　　0．88

下田0．5　0．55
＃昏田　0．7　　　0．77

一〉　　　　　　ノノ

’○． ｨ舎りこ　　中日ヨ　　1反　　　1．3

鵡ノ．脇　下田　0。6　0．66
（但三人持）　上田1．4　2．1

水　か　き

龍　　　口

田　か　　り

龍　　　口

大かいと
座　頭　潤

上田LO　1．5長兵衛作一〉
？　？　　？　伊兵衛作一一〉

上…3・・9・縄墨一
下田　 0．522　　0。63E2iil兵衛f／F．．．→脊匿

上畑O．9H　1。03徳兵衛作
二日ヨ　9．04　　2．25清助

　　　　　　　六右衛門作
　　　　　　　平芝

11

11

　　

・柵・鵬・捌髪衛酢

垣の内　中畑

田かり　下田

池の奥　下畑

　lt　tr

0．425　0。629定吉｛’拝

1。2　1．21与三右衛門作

0。1　0．07万右衛門作

0。2　α14覇兵衛作

自
　
作
　
三

二
　
　
作
　
　
地

し
て
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
真
銅

家
の
自
作
地
に
お
け
る
旧
作
は
、
駒
ケ
谷
村
全
体
の
棉
作
の
衰
退
の

時
期
よ
り
も
比
較
的
お
そ
く
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

⑥る
。
以
上
の
よ
う
に
真
銅
家
に
お
け
る
棉
作
の
中
心
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
自
作
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
棉
作
の
衰
退
す
る
文

化
期
以
後
と
く
に
著
し
く
、
自
作
地
で
は
一
作
が
比
較
的
お
そ
く
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
旧
作
の
や
り
方
に
つ
い
て
み
よ
う
。
第
7
表
に
明
ら
か
な

よ
う
に
天
明
一
寛
政
期
に
お
い
て
は
、
真
銅
家
の
全
棉
作
高
が
、
毎

年
大
体
一
定
し
て
い
る
に
屯
か
か
わ
ら
ず
、
う
ち
小
作
分
同
作
は
隔

年
ご
と
に
著
し
く
増
減
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
天
明
五
年
の
小
作

棉
作
高
は
全
棉
作
高
の
九
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
る
の
に
、
そ
の
翌

年
は
小
作
棉
作
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
小
作
棉
作
の
著
し
い
増
減
の
原
因
は
、
少
な
く
と
も
天
明

－
寛
政
期
に
は
毎
年
ほ
ぼ
同
量
の
棉
作
女
付
高
を
確
保
す
る
た
め
に

輪
作
を
行
な
っ
て
、
自
作
地
に
多
く
作
る
年
と
、
小
作
地
に
多
く
作
る

年
と
を
交
互
に
わ
り
ふ
っ
て
、
旧
作
全
体
の
経
営
を
行
な
っ
て
い
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
、
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
天
明
六
年
一
寛
政
元
年
の
四
年
間
の
真
銅
家
の
制
作
地
を
あ

10　（840＞



近世後期の地主経済（宮下）

真第10表

天明8天明6

は　り

　　ft

　　lt

　　tl

　　ll

鎌

正

舎　り

念　仏

八

二

ま

田

こ

丁

口

出田旦ノロ

角　　　坊

口　　　開

はおれ

丁　田

　li

　ll

　tt

上田

ff

tt

if

tt

中国

tt

11

ノノ

上田

下田

下畑

下田

上畑

玉反

1．02

1
．

O．9

1
ヴ

O．9

0．9

1
．

O．6

1
．

O．417

3．14

0．5

0．4

1大かいと

1．5

／．51

1．5

1．35

1．5

1．17

1．17

1．3

0．70no

1．5

e．s

O．244

0．55

0．44

一〉

一
一
P＞
一〉

一〉

一〉

一〉

一〉

一〉

一｝

一

上国　0．5　　0．75万右衛門作

11

tl

tt

lt

ノノ

ノノ

tt

fl

It

tt

／t

銭嚢田　　上揮ヨ　　1．010　　 1。55

自

作

地

樋
F

…
づ
劉

げ
て
み
る
と
、
第
1
0
表
の
よ
う
に
天
明
六
年
と
同
八
年
は
自
作
分
に

多
く
、
天
明
七
年
と
寛
政
元
年
は
小
作
分
に
多
い
。
し
か
も
、
天
明

六
年
、
八
年
に
は
棉
作
は
自
作
地
の
大
体
同
じ
土
地
で
輪
作
さ
れ
て

い
て
、
小
作
分
の
棉
作
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、
天
明
七
年
、
寛

政
元
年
に
は
自
作
地
の
棉
作
分
が
へ
り
、
小
作
地
の
棉
作
分
は
土
地
、

小
作
人
と
も
に
問
じ
場
合
と
、
変
っ
て
い
る
屯
の
と
が
あ
る
。
堅
作

帳
で
調
べ
て
み
る
と
、
小
作
分
の
棉
作
が
天
明
六
年
に
一
筆
の
み
・

同
八
年
に
は
全
く
な
い
の
は
必
ず
し
竜
小
作
地
、
小
作
人
が
な
か
っ

た
の
で
ゆ
な
く
、
そ
の
年
は
棉
作
を
行
な
わ
ず
、
米
作
が
専
ら
行
な

わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
小
作
人
の
側
か
ら
．
い
え
ば
、
棉
作
を

行
な
う
者
が
固
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
真
銅
家
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

の
面
作
高
と
し
て
は
両
年
の
問
で
一
石
六
斗
ぐ
ら
い
し
か
ち
が
わ
な

い
泊
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
真
銅
家
の
天
明
一
寛
政
…
期
の
縮
…

作
は
自
作
地
に
重
点
が
お
か
れ
て
は
い
た
が
、
小
作
地
に
も
作
ら
れ
、

し
か
竜
小
作
地
電
含
め
て
棉
作
経
営
全
体
が
真
銅
家
の
計
画
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に
比
し
て
享
和
期
以
後
は
、
第
7
表
に
示
し
た
よ
う
に
全
綿

作
高
が
隔
年
に
増
減
し
て
い
て
年
女
の
ち
が
い
が
大
き
い
。
し
か
も

小
作
棉
作
宛
艮
高
竜
同
じ
傾
向
で
増
減
し
て
お
り
、
ま
た
自
作
棉
作

11　（841）



高
高
、
こ
れ
を
小
作
棉
作
高
か
ら
推
箪
す
る
と
、
同
じ
傾
向
で
年
女

増
減
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
前
に
み

ら
れ
た
よ
う
な
自
作
と
小
作
と
を
組
合
わ
せ
て
年
々
同
量
の
作
付
高

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
経
営
上
の
配
慮
は
み
ら
れ
ず
、
小
作
地
の
棉

作
は
真
銅
家
の
全
体
の
経
営
計
画
か
ら
は
な
れ
て
、
小
作
人
自
身
の
、

計
画
に
よ
り
独
自
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
、
こ
れ

は
経
営
内
容
の
変
化
で
あ
り
、
真
銅
家
の
経
営
の
衰
退
・
小
作
人
の

擾
頭
を
反
映
す
る
も
の
之
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
自
作
を
中
心
に
し
て
そ
れ
に
小
作
を
配
し
な
が

ら
棉
作
を
行
な
っ
て
来
た
翼
銅
家
は
小
作
人
の
多
頭
と
と
も
に
寛
政

末
期
ご
ろ
か
ら
次
第
に
従
来
の
棉
作
経
営
に
ゆ
き
づ
ま
り
を
来
た
し

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
自
作
経
営
を
縮
少
せ

ざ
る
を
え
な
く
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
③
自
作
と
小
作
の
収
支
関
係
　
真
銅
家
に
と
っ
て
、
自
分
の
持
高

を
自
作
し
た
場
合
と
、
小
作
に
出
し
た
場
合
と
、
ど
ち
ら
が
有
利
か

と
い
う
こ
と
も
、
経
営
の
方
向
を
き
め
る
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
自
作
と
小
作
の
収
支
計
算
が
ど
の
よ
う
な
も
辱
の
で
あ
づ
た
か
を

み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
明
和
五
年
の
例
で
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
銀

○
下
作
蚊
納
米
　
五
五
石
六
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
貫
八
三
〇
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
（
但
、
一
〇
月
購
日
ま
で
の
分
）

内
上
納
惣
銀

　
残

○
自
作
米

麦綿菜
種

大
麦
小
麦

空
豆
え
ん
ど

き
び
さ
玉
げ

　
ご
ま

そ
ば

小
豆

大
豆
色
界

　
〆

内
　
　
肥
し
代

一
四
石
五
斗

一
〇
石

一
一
〇
〇
斤

三
石
三
斗

一
三
一
斗

四
三

三
斗

五
升

三
斗

五
斗
五
升

石
一
五
升

唐
作
宛
口
　
三
三
石
九
斗

予
年
給
金

下
五
人
飯
米
、
此
内
よ
り
日
馬
渡
す
と
し
て

　
　
〆

　
　
残

と
な
り
、

二
貫
八
八
六
匁
六
分

　
　
九
四
三
匁
四
分

　
　
代
銀

　
　
一
貫
〇
一
五
匁

　
　
　
　
四
五
〇
匁

　
　
一
貫
七
四
〇
匁

　
　
　
　
二
三
四
匁

　
　
　
　
　
五
〇
匁

　
　
　
　
　
一
六
匁

　
　
　
　
　
一
五
匁

　
　
　
　
　
五
匁

　
　
　
　
　
一
二
匁

　
　
　
　
　
三
五
匁

　
　
　
　
　
五
五
匁

　
　
三
貫
八
五
七
匁

　
　
二
貫
三
七
〇
匁

　
　
一
貫
一
〇
〇
匁

　
　
　
　
四
五
〇
匁

　
　
　
　
六
七
五
匁

　
　
四
貫
五
九
五
匁

．
　
　
　
七
三
八
匁
不
足

こ
の
年
の
農
業
経
営
の
収
支
計
算
は
余
り
も
う
け
が
な
く
、
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小
作
分
は
若
干
徳
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
作
分
は
、
年
貢
を
小
作
米

で
支
払
っ
て
も
な
お
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
算
で
は
自
作
す

る
よ
り
も
小
作
に
出
す
方
が
有
利
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
先
に
の
べ
た
よ
う
に
真
銅
家
の
棉
作
の
重
点
は
自
作
地

に
あ
り
、
こ
の
年
季
綿
に
よ
る
収
入
が
米
・
愛
－
の
収
入
よ
り
多
く
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
米
・
綿
の
反
当
収
穫
量
や
米
価
、
綿
価
の

動
き
が
こ
の
収
支
関
係
に
相
当
ひ
び
い
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
年
・
の
岡
家
の
米
・
綿
の
作
付
面
積
が
わ
か
ら
な
い
の
で
反
当
収

量
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
安
永
六
年
に
お
け
る
自
作
地
の
宛
口
一

石
当
収
穫
量
を
み
る
と
、
棉
が
約
一
〇
二
斤
、
米
が
九
斗
七
升
で
あ

る
。
こ
れ
を
、
さ
き
の
明
和
五
年
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
計
算
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
0
　
0
　
0
　
∩
）
　
O
　
n
∠
　
じ
0
　
　
　
　
　
　
、

第11表　米，綿の売値段の変動

わた10斤

ll．5N12．2

　9．8－12．9

13．0－17．0

20．3

17．3一一17．6

13．e

12．0

11．5

／8．5

49．0

19．5一一20．0

25．0

13．0

米1石
67．0

61．6

71．4

60．0

　66．5’一　72．

60．0

　44．3N　50．

　57．ON　60．

　72．5N　75．

　go．eNlo6．

　65．5一一・　70．

140．0一一160．

　75．0一一　91．

明瀦9

安永5
寛政12

文化2

　　5

　　8

文政3

　　8

丁銀1

　　7
　　12

嘉永4

安政3

と
　
宛
口
一
石

当
り
の
棉
か
ら

は
米
の
約
二
倍

の
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
、

棉
作
の
方
が
有

利
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
米
価

と
綿
価
の
変
動
は
第
1
1
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
銅
家
が
実
際

に
売
却
し
た
直
段
を
当
座
帳
か
ら
ぬ
き
出
し
た
も
の
で
、
一
年
の
中

で
竜
月
に
よ
り
、
売
却
量
に
よ
り
価
格
に
若
干
の
開
き
は
あ
る
が
、

文
化
i
文
政
期
に
は
米
・
綿
と
竜
に
下
値
に
な
っ
て
来
て
お
り
、
米

価
に
比
し
て
綿
値
の
下
落
の
方
が
著
し
い
。
ま
た
自
作
分
の
必
要
経

費
に
つ
い
て
み
る
と
、
領
主
へ
の
上
納
分
は
免
が
免
定
の
上
で
は
、

宝
暦
八
年
以
降
、
幕
末
ま
で
六
一
％
で
変
ら
な
い
の
で
大
き
な
変
化
、

は
な
い
か
ら
、
残
り
の
大
部
分
は
肥
料
代
と
労
賃
で
あ
っ
て
、
と
れ

ら
は
年
代
の
下
る
ほ
ど
相
対
的
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
以
上

の
諸
点
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
肥
料
代
、
労
賃
を
入
れ
て
竜
棉
作

が
稲
作
よ
り
も
柑
当
有
利
だ
つ
た
時
期
に
は
棉
作
を
中
心
に
自
作
経

営
に
努
力
が
払
わ
れ
た
が
、
文
化
i
文
政
期
に
は
綿
の
一
段
が
下
落

し
て
、
肥
料
代
、
労
賃
に
見
合
わ
な
く
な
り
、
し
か
も
先
述
の
よ
う

に
小
作
人
の
三
頭
が
よ
う
や
く
強
く
な
り
、
ま
た
奉
公
人
・
日
傭
な

ど
の
労
働
力
屯
え
が
た
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
棉
作
を
中
心

と
し
た
自
作
経
営
を
縮
少
し
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
米
作
中
心
の
小
作

経
営
へ
と
、
経
営
方
式
を
き
り
か
え
て
行
っ
た
竜
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
瓦
　
小
作
地
経
営

　
前
項
で
の
べ
た
真
銅
家
の
自
作
経
営
の
縮
少
の
過
程
は
、
反
面
か

13　（843）
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（
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0
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0

0
　
0
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（ls．3）　1．

55．317

233．05

（3．6）

6．8551 2．587
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29
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十22匁　i　十22匁
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　　3

　　4

R，665．311
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30．9051　36．880

866．19　ll，616．56

〈12．9）　1　（2．20）

，ggig‘，71’　，21gZ9

た。　②銀上納はノ
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86．4501　9．69

6．8551　2．587

7．95　1　4．71

②銀上納は小作銀納に歳入｝よ1J・作米納に含めた。

ら
云
え
ば
小
作
地
経
営
に
重
点
が
お
か
れ
て
行
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
持
高
は
明
和
…
文
化
期
に
三
一
〇
石
減
少
し
て
い
る

の
に
小
作
宛
心
高
は
変
ら
ず
、
む
し
ろ
寛
政
以
降
増
加
し
て
い
る

（
第
1
2
表
参
照
）
。
雪
持
高
に
対
す
る
小
作
地
の
割
合
を
、
持
蕩
と
小

作
宛
口
実
か
ら
推
定
す
る
と
、
宝
暦
期
で
は
約
六
〇
～
七
〇
％
、
明

和
－
天
明
期
で
は
六
〇
～
七
〇
％
、
寛
政
三
七
〇
～
八
○
％
、
文
化

1
文
政
三
八
○
～
九
九
％
、
天
保
期
八
○
～
九
〇
％
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
真
銅
家
で
は
す
で
に
近
世
前
期
か
ら
小
作
地
の
割
合
が
高

か
っ
た
が
、
と
く
に
文
化
期
以
降
は
そ
の
率
が
ふ
え
、
農
業
経
営
の

中
で
小
作
地
経
営
が
支
配
的
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
真
銅
家
の
小
作
地
経
鴬
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
小

作
地
経
営
に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
文
化
期
以
降
（
後
期
）

と
、
そ
れ
よ
り
前
の
時
期
（
前
斯
）
と
で
は
、
何
ら
か
の
変
化
が
み

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
右
の
小
作
地
経
営
の
量

的
変
化
は
、
単
に
量
的
な
増
加
の
み
で
な
く
、
何
ら
か
の
質
的
変
化

を
内
包
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
、

①
小
作
地
の
状
況
　
②
小
作
人
の
性
格
　
③
小
作
料
な
ど
の
諸
点
か

ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
①
小
作
地
の
状
況
　
小
作
地
自
作
地
の
入
れ
替
え
は
、
前
期
に
は

14　（844）
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引免

註　①小作宛口高は，田畑屋敷のみで幽年貢はのぞい

か
な
り
多
い
が
、
後
期
に
は
少
な
く
な
っ
て
、
小
作
地
が
固
定
化
し
て

来
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
寛
延
四
年
一
宝
暦
五
年
と
、
天

保
一
〇
年
－
一
四
年
の
そ
れ
ぞ
れ
五
年
間
に
お
け
る
小
作
地
の
移
動

を
調
べ
て
み
る
と
、
前
者
で
は
五
年
断
ず
つ
と
変
ら
ず
に
小
作
地
で

あ
っ
た
も
の
三
九
筆
、
寛
延
四
年
に
小
作
地
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
の

四
年
間
に
小
作
地
で
な
く
な
っ
た
亀
の
二
九
筆
、
新
ら
た
に
小
作
地

と
な
っ
た
も
の
三
二
筆
で
あ
り
、
後
者
で
は
変
ら
な
い
も
の
四
一
筆
、

な
く
な
っ
た
も
の
七
筆
、
新
ら
た
に
な
っ
た
も
の
一
〇
筆
で
あ
り
、
、

後
者
の
方
が
小
作
地
の
移
動
が
少
な
い
。
こ
の
小
作
地
の
固
定
化
は

前
項
で
の
べ
た
棉
作
経
営
の
や
り
方
の
変
化
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

“
詞
に
は
自
作
地
に
く
ら
べ
て
小
作
地
の
方
が
多
か
っ
た
と
は
い
え
、

自
作
地
と
小
作
地
の
入
れ
替
え
も
か
な
り
あ
り
、
棉
作
も
自
作
分
と

小
作
分
と
を
合
わ
せ
て
大
体
き
ま
っ
た
作
付
面
積
を
毎
年
確
保
し
て

い
る
な
ど
、
自
作
と
小
作
を
含
め
て
、
農
業
経
営
全
体
に
つ
い
て
真

銅
家
が
そ
の
運
営
を
考
え
て
い
た
面
が
か
な
夢
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、

後
期
に
は
自
作
地
と
小
作
地
の
入
れ
替
え
も
少
く
、
棉
作
に
つ
い
て

も
自
作
地
と
の
ふ
り
合
い
は
余
り
考
慮
さ
れ
ず
、
大
体
き
ま
っ
た
土

地
に
一
年
或
い
は
二
年
お
き
の
輪
作
を
し
て
い
る
な
ど
、
自
作
、
小

作
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
経
鴬
が
行
わ
れ
、
小
作
分
に
つ
い
て
は
小
作
人

が
そ
の
運
営
を
独
自
に
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
小
作
人
の
性
格
　
小
作
人
の
人
数
は
、
第
1
2
表
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
宝
暦
二
年
の
四
二
人
か
ら
寛
政
期
ご
ろ
ま
で
次
第
に
滅
少
し
、

そ
の
後
余
り
増
減
な
く
天
保
期
に
は
少
し
ふ
え
て
い
る
。
し
か
し
文

化
期
ご
ろ
か
ら
筆
墨
の
み
の
借
家
人
が
ふ
え
て
来
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
を
ひ
く
と
田
畑
の
小
作
人
は
余
り
ふ
え
て
い
な
い
。

　
つ
ぎ
に
小
作
人
一
人
当
り
の
宛
口
高
を
み
る
と
第
1
3
表
の
通
り
で
、
15　（845）
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i宝劇天明・瞳・！文化・1…イ・11｝交酬天保・

2
9
！
4
1
3
0

3
0
7
！
0
1
！
0

2
6
1
2
憩
0

2
0
6
1
4
1
1
0

2
5
1
5
7
3

5
1
1
6
3
7

1
2
4
2
0
1
2
1

7　石　以　上
5石以上7石未満

3　／t　5　l1

1　tt　3　ri

1　石　未　満

未進分のみ
40 37　i．32　1　33　1　30　1　31　1　38

文
化
期
以
降
に
つ
い
て
み
る

と
比
較
的
少
額
の
も
の
の
中

に
は
借
家
の
み
の
も
の
が
多

く
、
宝
暦
…
天
明
期
に
く
ら

、
べ
る
と
宛
口
演
の
少
い
者
が

減
少
し
て
、
平
均
一
人
当
の

壷
口
高
は
や
や
多
く
な
っ
て

来
て
い
る
。
更
に
こ
れ
ら
の

小
作
人
の
村
内
持
高
を
宝
暦

五
年
と
天
保
二
年
の
名
寄
帳

で
調
べ
て
み
る
と
第
1
4
表
の

通
り
で
あ
る
。
両
年
と
も
一

石
未
満
の
零
細
農
が
圧
倒
的

に
多
い
が
、
天
保
二
年
の
方

が
比
較
的
上
層
に
か
た
よ
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
後
期
に
な
る
と
、
真
銅
家
の
小
作
人
一
人
当

の
持
高
、
庭
口
高
は
と
も
に
増
加
し
、
農
業
経
営
の
規
模
は
大
き
く

な
り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
真
銅
家
に
対
す
る
地
位
お
よ
び
村
内

に
お
け
る
農
民
と
し
て
の
地
位
は
、
前
期
に
比
べ
る
と
上
昇
し
た
竜

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
③
小
作
料
　
小
作
料
の
基
準
に
な
る
小
作
地
各
筆
の
宛
口
高
は
大

き
く
変
化
し
て
い
な
い
が
、
若
干
変
化
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
寛
延

四
年
か
ら
嘉
永
四
年
ま
で
の
小
作
宛
口
高
の
変
化
を
調
べ
て
み
る
と
、

こ
の
間
、
同
筆
の
土
地
で
宛
日
高
の
変
化
し
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

変
化
す
る
時
期
は
文
化
－
文
政
期
が
多
く
、
そ
の
大
部
分
は
宛
日
高

を
下
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
以
降
に
宛
口
高
が
変
化
し
た

、
場
合
に
は
小
作
収
納
帳
上
に
お
い
て
た
と
え
ば
鎌
田
　
二
石
（
組
、

二
軍
二
斗
宛
）
と
い
う
よ
う
に
、
前
の
下
口
高
が
註
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
熊
石
は
そ
の
後
竜
年
々
変
ら
ず
、
実
際
の
宛
口
高
と
し

て
固
定
化
し
て
い
る
。
こ
の
文
化
期
以
降
の
宛
口
紅
の
引
下
げ
は
、

第14表　小作人の持高

1蠣・「天保・

1
2
8
1
4
6

5
2
4
9

5石以上10石未満

3　tr　5　ti

！　｝f　3　tt

1　石　未　満
。

3238計

小
作
地
経
営
の
ど
の
よ
う
な
変

化
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
引
下
げ
ら
れ

た
宛
旦
尚
は
、
そ
の
数
年
前
か

ら
減
免
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
が
圃
定
化
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
の
で
、
免
引
と
の

関
連
に
・
お
い
て
後
述
し
た
い
。
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近世後期の地主経済（宮下）

　
つ
ぎ
に
小
作
料
納
入
状
況
を
み
る
と
、
第
1
2
表
の
よ
う
に
米
引
分
、

銀
納
分
、
免
引
分
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ま
つ
銀
納
分
と
米
一
分
の
割
合
を
み
よ
う
。
銀
納
…
分
を
小
作
銀
納

替
春
雲
で
わ
っ
て
石
高
に
換
算
し
、
こ
れ
と
米
納
分
を
比
較
し
て
み

る
と
、
文
化
期
ご
ろ
か
ら
米
納
分
が
増
加
し
、
銀
納
分
が
減
少
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
米
納
、
銀
納
の
割
合
は
年
女
一
定
せ
ず
、
ど
の

よ
う
に
し
て
き
め
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
屋
敷
・
畑
∵
棉
作
地
の

場
合
は
銀
納
で
あ
り
、
ま
た
米
納
の
残
り
や
未
進
分
は
ほ
と
ん
ど
銀

納
で
あ
る
。
だ
か
ら
文
化
期
以
降
、
銀
納
が
へ
り
米
納
の
ふ
え
た
原

因
に
は
、
小
作
旧
作
が
減
少
し
た
こ
と
と
未
進
分
が
文
化
期
以
降
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
物
小
作

料
の
原
則
が
文
化
期
ご
ろ
か
ら
み
え
は
じ
め
、
天
保
期
に
は
更
に
は

つ
き
り
す
る
。

　
つ
ぎ
に
免
引
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
作
な
ど
の
理
由
で
石
高
を
免

じ
る
場
合
と
、
米
綿
の
残
り
不
足
分
を
銀
で
ひ
く
場
合
が
あ
り
、
そ

の
年
々
の
条
件
に
左
右
さ
れ
、
年
代
的
に
は
つ
き
り
し
た
傾
向
は
み

ら
れ
な
い
が
大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
後
期
に
な
る
と
、
駈
引
額
は
次

第
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
て
前
に
ふ
れ
、
て
お
い
た
よ
う
に
こ
の

雄
針
の
減
少
と
、
宛
口
高
の
引
下
げ
と
は
閣
連
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

第15表宛口高と免引の変化が
　、　○向田3石3二一

年代1小作刈・嘩の刎同人の全宛・陣弓冒不足
O．05

0

0．645

0

0

0

O．402

0．2

0．17

0

0．16

0．ユ

7．43

5．3

5．15

6．8

5．232

3．23

気
団
詔
a
っ
a
ρ
a
D

衛
衛
門
門
門

軍
兵
欝
解

七
輪
拙
走
浅

宝暦3

明和5

天明4
文化3
〃ユ2

文政8

○木の下2石2斗

0
　
1
　
0
　
0
　
0

O．4

0．1

0

0

0．07

2．2

2．8

3．95

3．95

6．25

肥
％
⑳
2
ρ
⑳

門
治
門
　
　
衛

謡
講
〃
兵

太
和
重
　
　
弥

明和4

天明4

文化3
〃ユ2

文政8

い
ま
同
じ
一
筆

の
土
地
で
の
小

作
料
納
入
の
実

態
を
例
示
し
よ

う
。
第
1
5
表
に

あ
げ
た
向
田
三

石
三
斗
は
文
化

三
年
に
三
石
一

斗
に
、
木
の
下

・
熊
石
二
斗
は
文

化
二
年
二
石
に

そ
れ
ぞ
れ
宛
口

・
が
引
下
げ
ら
れ

た
土
地
で
あ
る

　
　
こ
の
土
地
を
小
作
し
て
い
た
者
の
小
作
料
納
入
状
況
を
み
る
と
、

前
期
に
お
い
て
は
、
名
峰
の
宛
口
重
は
高
い
が
年
々
に
よ
つ
て
愈
愈

や
不
足
額
が
若
干
あ
る
の
に
対
し
、
後
期
に
な
る
と
、
名
目
の
宛
爵

高
は
引
下
げ
ら
れ
る
が
年
々
の
免
引
や
残
不
足
は
へ
っ
て
来
て
、
小

、
作
人
は
大
て
い
小
作
料
を
皆
済
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
文
化
期
以
降
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門
口
高
を
引
下
げ
て
も
年
々
の
減
免
を
し
な
く
な
っ
た
の
で
真
銅
家

は
小
作
料
収
入
は
へ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
固
定
し
た
収
入
が
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
小
作
人
に
と
っ
て
は
年
女
減
免
を
願
わ

な
く
て
も
、
固
定
的
に
宛
ロ
高
が
ひ
か
れ
、
真
銅
家
と
の
問
の
恩
恵

的
な
関
係
も
潜
ん
だ
ん
払
拭
さ
れ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
小
作
綱
と
し
て
は
後
期
の
方
が
よ
り
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
傾
向
は
、
未
進
分
の
取
扱
い
方
の
変
化
に
お
い
て
も
み
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
小
作
料
の
内
、
米
納
又
は
銀
益
し
、
ま
た
一
部
は

免
引
さ
れ
て
も
、
な
お
未
払
分
が
残
っ
た
場
岡
は
不
足
と
し
て
こ
れ

に
利
足
を
加
え
、
翌
年
の
帳
面
に
未
進
分
と
し
て
書
か
れ
る
。
第
1
2

表
を
み
る
と
（
前
述
の
よ
う
に
、
小
作
料
を
未
進
し
て
い
る
者
や
未

進
の
み
の
者
は
、
天
明
期
を
最
高
と
し
て
次
第
に
減
少
し
、
文
化
期

ま
で
は
な
お
数
人
み
ら
れ
る
が
、
文
化
期
以
降
は
全
然
み
ら
れ
な
く

な
る
。
未
進
の
あ
る
看
と
い
う
の
は
、
前
年
或
い
は
二
・
三
年
前
か

ら
の
小
作
料
滞
納
額
に
利
子
が
加
え
ら
れ
、
納
入
す
べ
き
分
と
し
て
、

本
年
度
の
小
作
料
と
と
も
に
小
作
収
納
帳
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

亀
の
で
あ
り
、
未
進
の
み
の
者
と
い
う
の
は
、
そ
の
年
は
小
作
し
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
或
い
は
二
・
三
年
前
か
ら
の
小
作

料
滞
納
額
だ
け
を
小
作
収
納
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
春
で
あ
る
。
こ

れ
ら
未
進
春
数
の
減
少
と
と
も
に
滞
納
さ
れ
た
未
進
額
も
年
代
を
下

る
に
つ
れ
て
へ
っ
て
来
て
文
化
湘
窪
目
以
降
・
な
く
ゆ
な
っ
て
し
ま
・
り
。
す
な

わ
ち
小
作
料
を
皆
済
す
る
も
の
が
多
く
、
不
足
分
も
せ
い
ぜ
い
翌
年

の
五
月
頃
ま
で
に
支
払
う
も
の
が
大
部
分
で
、
前
期
の
よ
う
に
翌
年

或
い
は
留
女
年
の
小
作
帳
に
未
進
額
と
し
て
残
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
小
作
料
滞
納
が
へ
っ
た
こ
と
は
小
作
人
の
経
営
規

模
の
拡
大
と
も
関
連
し
て
お
り
、
前
期
に
比
し
て
小
作
人
が
成
長
し
、

小
作
制
が
安
定
化
し
て
来
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
右
に
の
べ
た
文
化
期
以
降
、
米
納
が
ふ
え
、
銀
納
が
へ
っ

た
こ
と
は
真
銅
家
の
経
営
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
竜
つ
も
の

で
あ
っ
た
か
。
ま
つ
小
作
の
銀
平
石
隠
匿
段
は
ど
れ
く
ら
い
に
逡
め

ら
れ
て
い
た
か
を
み
る
と
、
大
て
い
の
年
で
は
真
銅
家
の
黒
米
聡
警

よ
り
少
し
ず
つ
高
く
、
ま
た
領
主
へ
の
年
貢
の
肥
馬
直
黒
よ
り
も
高

く
き
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
明
和
五
年
の
場
合
で
み
る
と
、
下

作
銀
着
石
驚
悸
段
が
石
七
三
匁
五
分
が
へ
、
真
銅
家
が
小
作
米
を
売

る
平
均
直
配
が
石
六
九
匁
五
分
、
上
納
瓶
代
は
一
一
月
一
五
草
切
が

七
一
匁
、
二
〇
日
切
七
三
匁
、
三
〇
日
切
七
四
・
五
匁
智
済
直
段
七

四
・
五
匁
一
三
分
一
二
納
直
隠
七
四
匁
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
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近世後期の地主経済（宮下）

真
銅
家
と
し
て
は
、
下
作
米
で
と
っ
て
年
貢
を
銀
納
す
る
場
合
は
、

小
作
人
か
ら
銀
で
と
っ
て
銀
納
す
る
場
合
よ
り
も
損
で
あ
り
、
ま
た

小
作
人
か
ら
米
で
と
っ
て
米
で
お
さ
め
る
場
合
は
、
銀
で
と
っ
て
米

で
納
め
る
場
合
よ
り
竜
損
と
い
う
勧
定
に
な
り
、
真
銅
家
に
と
っ
て

は
、
小
作
人
か
ら
小
作
料
を
米
で
と
る
よ
り
屯
、
銀
で
と
る
方
が
得

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
前
述
し
た
よ
う
に
小
作
料
に
次
第

に
米
納
分
の
割
合
が
牽
き
ぺ
な
っ
て
来
て
い
る
。
小
作
人
の
側
か
ら

す
る
と
、
小
作
人
の
農
業
経
営
の
規
模
が
前
期
に
比
し
て
大
き
く
な

っ
て
い
る
か
ら
、
農
業
専
業
の
者
が
多
く
、
寛
政
末
期
か
ら
の
棉
作

の
ゆ
き
ず
ま
り
か
ら
み
て
、
稲
作
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
小
作
人
に
と
っ
て
還
納
す
痘
よ
り
竜
米
領
す
る
方
が
有

利
な
よ
う
に
小
作
誤
納
石
替
直
段
を
き
め
さ
せ
、
米
納
を
増
加
し
た

こ
と
は
む
し
ろ
小
作
人
側
の
要
求
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
寛
政
末
期
か
ら
牛
売
買
の
衰
退
と
と
も
に
持
高
を

減
少
し
た
真
銅
家
で
は
、
そ
の
農
業
経
営
に
お
い
て
は
文
化
期
以
降
、

棉
作
経
営
の
衰
退
、
労
働
力
の
不
足
な
ど
か
ら
玉
作
経
営
を
縮
少
し
、

小
作
地
経
営
に
璽
点
を
移
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
小
作

昇
竜
内
量
的
に
か
な
り
変
化
し
て
、
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
小
作
地
は
閲
定
化
さ
れ
、
慮
作
地
と
は
独
密
に
経
営
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
小
作
人
の
経
営
規
模
の
拡
大
と
あ
い
ま

っ
て
、
小
作
人
の
経
済
的
地
位
も
や
や
向
上
し
、
そ
の
要
求
が
、
宛

激
高
の
引
下
げ
や
小
作
料
の
石
蚤
増
段
の
き
め
方
な
ど
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
小
作
地
が
閲
定
化
し
自
作
地
か
ら
独
立
し

た
経
営
が
行
わ
れ
、
小
作
料
も
米
納
が
支
配
的
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど

未
進
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
小
作
そ
の
も
の
が
、
安
定
化

し
て
、
地
主
一
小
作
制
が
す
っ
き
り
し
た
形
で
確
立
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
な
お
小
作
料
は
文
化
期
以
降
、
既
納
が
支
配
的
と
な
っ
た
と
述
べ
た
が
、

納
入
さ
れ
た
小
作
米
を
真
銅
家
は
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
竪
米

に
つ
い
て
補
足
的
に
の
べ
て
お
こ
う
と
思
う
、
真
銅
家
で
は
内
町
分
の
稲
の

品
種
は
早
く
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
期
に
な
る
と
、
小
作
収
納
の
際

に
昏
小
作
人
の
小
作
米
の
品
種
が
書
か
れ
て
お
り
、
小
作
米
を
商
品
と
し
て

重
要
視
し
て
来
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
真
銅
家
の
売
米
先
を
み
る
と
、

明
和
五
年
に
は
、
山
田
村
宇
丘
ハ
籍
…
へ
一
七
石
、
山
田
村
伊
丘
ハ
衛
へ
一
〇
石
、

こ
ま
ケ
谷
広
丘
ハ
衛
へ
六
石
余
、
五
郎
右
衛
門
目
へ
山
石
、
助
右
徳
…
…
…
ロ
へ
五
斗
、

天
明
五
年
に
は
古
市
村
設
屋
や
一
〇
石
、
由
田
村
宇
兵
衛
へ
一
〇
石
ハ
古
市

紙
屋
へ
一
〇
石
、
大
坂
出
し
九
星
、
五
兵
衛
へ
五
斗
、
文
化
二
年
に
は
山
田

村
惑
星
山
頭
へ
一
五
石
、
太
子
対
儀
丘
ハ
衛
へ
一
〇
石
、
林
加
工
衛
へ
一
石
、
作
・
石

衛
門
へ
二
斗
、
惣
兵
衛
へ
一
斗
、
天
保
七
年
・
に
は
清
左
衡
…
門
へ
二
〇
石
、
道
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虜
寺
村
幸
助
へ
一
〇
石
、
藤
七
へ
五
石
、
西
浦
新
町
山
口
右
衛
門
、
大
黒
村
平

八
へ
一
〇
石
、
直
治
郎
へ
一
石
、
九
郎
右
衛
門
へ
五
斗
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
み
る
と
、
村
内
の
方
は
や
や
小
口
で
中
買
ら
し
く
、
村
外
の
多
く
は
、

肥
料
屋
、
酒
屋
、
米
糠
な
ど
で
、
金
融
業
を
兼
ね
る
者
も
あ
り
、
三
二
家
と

は
、
米
と
肥
料
を
指
引
し
た
り
、
真
銅
家
が
大
口
借
金
を
す
る
下
主
で
あ

る
。
し
か
も
農
業
経
営
の
面
で
も
金
融
活
動
の
面
で
も
未
だ
活
澱
な
動
き
を

み
せ
て
い
た
鋸
和
一
天
明
期
に
お
い
て
、
と
く
に
売
米
先
と
取
引
先
の
結
び

つ
き
が
は
つ
ぎ
り
し
て
お
り
、
米
の
商
品
化
の
ル
ー
ト
を
自
ら
が
握
る
こ
と

に
よ
っ
て
金
融
活
動
の
墓
盤
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
農
業

経
営
と
金
融
活
動
の
密
接
な
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。

四
　
貸

付

　
前
章
ま
で
に
の
べ
た
真
銅
家
の
牛
売
買
・
農
業
経
営
の
変
化
は
、

地
主
と
し
て
の
真
銅
家
が
経
済
界
の
動
き
に
規
鋼
さ
れ
て
、
と
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
対
応
策
で
あ
り
、
そ
の
変
化
で
あ
る
、
真
銅
家
は

状
況
の
変
に
お
う
じ
て
、
対
応
策
に
苦
慮
し
な
が
ら
、
収
入
を
維
持

す
る
こ
と
に
苦
心
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
苦
心
し

て
確
保
さ
せ
た
収
入
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
真

銅
家
の
収
入
の
使
い
方
に
は
、
大
別
し
て
貸
付
と
自
家
消
費
と
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
が
み
ら
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
家
計
鱒
の
成
立
」
に

計

第16表　真銅家の貸付内容

物貸1銀白隊樹利子
　　　　匁
　2，724．61

（100．0）

11，36Z48

（ユ00．0）

36．711．02

（100．0）

　2，822．11

（100．0）

12，739．16

（100．0）

29，699．34

（100．0）

11，724，55

（100．0）

　．，　－a　．1

28曹V0｝

（iO：s）1

613．11

　9ti
（22．5）

　匁
934．52

（34．3）

　191．76

　　（1．7）

3，781．87

（！0．3）

　469．61

（16．6）

　522．68

　　（4．1）

2，806．09

　　（9．4）

6，937．76

（61．0）

　166．96

　　（O．5）

　111，74

　　（4．0）

　432．98

　　（3．4）

1，ユ22．58

　　（3．8）

2，266．16

（19．3）

850．35

（Z2）

　2，506．20

　　（22．！）

31298．60

　　（85．2）

　1，943．21

　　（68．9）

11，243．06

　　（88．3）

24，637．47

　　（83．0）

　8，605．54

　　（73．5）

890．28

　　　　％

（32．7）

1，73／76

（15．2）

！，463．59

　　（4．0）

　297．55

（10．5）

540．43

　　（4．2）

！，133．20

　　（3．8）

　　　2．50

（O．02）

明湘4

t1 9

天明5

文化2

tt　12

文政8

天保7

お
い
て
論
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
専
ら
真
銅
家
の
．

貸
付
に
つ
い
て
、
前
述
の
牛
売
買
・
農
業
経
営
の
変
化
と
の
関
連
を

考
え
な
が
ら
、
具
体
的
に
検
討
し
ょ
う
と
思
う
。

　
真
銅
家
の
経
済
の
な
か
で
、
貸
付
活
動
は
か
な
り
大
き
な
部
分
を

占
め
て
い
る
。
消
費
生
活
が
未
だ
自
給
的
色
彩
の
濃
い
こ
の
時
期
に

あ
っ
て
、
と
く
に
賀
幣
経
済
部
分
の
な
か
で
貸
借
の
し
め
る
割
合
は

大
き
い
。
第
1
6
表
は
貸
借
関
係
を
記
し
た
万
出
入
日
記
・
大
宝
聖
日
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近世後期の地主経済（宮下）

詑
か
ら
貸
付
分
だ
け
を
ぬ
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
貸
付
合
計
額

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
貸
付
活
動
は
明
和
以
後
、
天
明
期
ま
で
盛
ん

で
あ
っ
た
が
、
文
化
初
期
に
は
非
常
に
少
な
く
な
診
、
そ
の
後
、
文

政
期
ま
で
増
加
し
て
行
き
、
天
保
期
に
は
や
や
減
少
す
る
と
い
う
変

化
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
文
化
期
以
前
の
牛
売
買
、
農
業
経
営

と
竜
に
比
較
的
活
澄
だ
つ
た
時
期
に
お
い
て
は
、
時
代
が
下
る
に
つ

れ
て
貸
付
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
牛
売
買
が
衰
退
し
、
農

業
経
営
規
模
が
縮
少
し
た
文
化
期
に
は
、
貸
付
も
非
常
に
へ
っ
て
お

り
、
そ
の
後
の
農
業
経
営
が
小
作
地
経
営
を
中
心
に
そ
れ
な
り
に
安

定
化
し
て
、
文
政
期
に
持
高
も
少
し
増
す
と
と
も
に
、
貸
付
の
面
に

お
い
て
も
同
様
に
文
政
期
ま
で
の
び
、
天
保
期
に
は
停
滞
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
口
に
貸
付
と
云
っ
て
も
、
真
銅
家
の
よ
う
に
村
役
人
で

あ
り
、
村
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
恩
恵
的
な
貸
付

か
ら
単
に
利
子
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
貸
付
も
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
貸
付
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
大
体
次
の
四
種
に
わ
け
ら
れ

る
。
①
物
を
貸
す
場
合
。
た
と
え
ば
か
ん
ぴ
よ
代
か
し
、
そ
う
め
ん

代
か
し
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
で
、
物
を
貸
し
て
物
で
返
さ
れ
る
場

合
と
、
物
を
貸
し
て
代
金
で
返
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
の
場

合
の
方
が
多
い
。
こ
の
場
合
売
る
と
い
う
事
と
同
じ
事
に
な
り
、
現

物
経
済
で
は
な
い
が
そ
の
品
目
は
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
真
銅
家
で

作
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
か
ら
、
と
に
か
く
真
銅
家

と
の
貸
借
関
係
を
通
じ
て
生
活
が
い
と
な
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
消

費
生
活
の
面
に
お
い
て
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
依
存
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
勿
論
相
互
依
存
の
場
合
も
あ
る
が
）
。
　
こ
の
場
合
は
、

奉
公
人
や
日
傭
な
ど
も
、
比
較
的
え
ら
れ
易
い
条
件
に
あ
る
と
い
え

る
。
②
銀
銭
を
貸
す
場
合
。
③
取
替
の
場
合
。
こ
れ
は
支
配
銀
と
り

か
え
、
三
分
一
華
と
り
か
え
と
か
の
立
替
銀
で
あ
る
。
④
利
子
。
多

く
は
⑨
③
の
返
銀
ま
で
の
間
に
つ
く
利
子
で
、
時
に
は
①
の
場
合
で

竜
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
小
口
で
短
期
間
の
場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た
利
子
分
だ
け
現
銀
で
支
払
つ
た
場
合
に

は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
竜
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら

の
貸
付
の
闘
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
区
別
の
つ
き
に
く
い
場
合
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
大
体
の
傾
向
を
み
る
と
、
年
代
が
下
る
に
し
た
が
っ

て
物
貸
、
取
替
の
割
合
が
へ
り
、
銀
貸
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
来
る
。

こ
の
変
化
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
入
り
こ
み
の
深
化

を
示
す
と
と
も
に
、
貸
借
関
係
が
恩
恵
的
な
竜
の
か
ら
利
貸
的
な
も

の
へ
と
単
純
化
し
て
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
奉
公
人
・
白
傭

な
ど
を
従
来
の
条
件
で
は
え
が
た
く
な
っ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
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先
述
の
よ
う
に
小
作
制
が
安
定
化
し
て
す
っ
き
り
し
て
く
る
こ
と
に

も
深
い
関
連
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
貸
付
内
容
の
変
化
を
も

う
少
し
深
く
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
貸
借
関
係
の
相
手
方
に
よ

つ
て
ち
が
い
は
な
い
か
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
貸
借
関
係

第17表其銅寒の貸借相手

計奉公人親類村内

26

Q8

V2

R8

Q2

S
2
．
4
5
6
3

2
7
5
～
2
3
2

6
5
7
3
3
7
1
0
＆

7
8
3
7
1
2
1
3
2
8
3
5
5
0

村　　引
言牽　　周辺　　　田奢　　　大阪堺

11　8　1
7　7
23　19 ！

22　9　9　2
4　3　　！

11　9　2
22　16　4　2
6　5　　1

宝贋10

明和9

天明5

寛政7

文化2

　　12

文政8

天保7

の
相
手
は
、
大
別
し
て
以

下
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
る
。

　
①
親
類
　
こ
れ
は
ど
の

範
囲
ま
で
と
る
か
を
き
め

る
こ
と
が
む
つ
か
し
く
、

現
実
の
つ
き
あ
い
状
態
・
も

わ
か
ら
ず
、
あ
い
ま
い
で

は
あ
る
が
、
宗
門
帳
と
、

真
銅
家
の
系
図
と
を
照
合

し
て
選
ん
で
み
た
。
し
か

し
宗
門
帳
の
な
い
時
期
も

あ
り
、
不
充
分
な
点
電
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
②
村
外
の
者
。
多
く
の

場
合
O
O
村
と
肩
書
き
が

あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
周

辺
部
の
村
と
田
舎
方
（
西

国
筋
な
ど
）
に
区
別
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

　
③
村
内
。
こ
れ
は
①
②

以
外
の
も
の
で
年
に
よ
っ

て
は
村
方
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
。

　
④
雇
人
・
下
人
や
下
人

出
身
の
も
の
。
こ
れ
は
一

お
う
真
銅
家
の
奉
公
人
と

し
て
一
括
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
四
グ
ル

ー
プ
の
貸
付
相
手
の
人
数

を
年
代
頗
に
調
べ
て
、
そ

の
変
化
を
み
る
と
、
第
1
7

表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

真銅家の貸借取引先とその内容
人雇類親内村

物貸1利子1預　リ　1物貸1利子［預　り　1物貸1利子1預　リ
　　匁
715．30

　0

103．58

　　匁

1082

ユ2．45

　匁
6．00

90．59

　　　匁

1，57250

438．69

1，860．00

3，147．25

1，411．80’

　　　匁

9Z50

307．76

77．38

419．50

109．63

　　9．94

　　　匁

169．26

181．80

279．30

21ZO4

　　7．00

　　　匁

146．24

36．00

870．00

638．81

　　　匁

76．24

573．50

！76．79

63．75

85．96

746．62

　　　匁

405．57

35．34

30．05

191．80

506．28
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近世後期の地主経済（宮下）

に
よ
る
と
、
全
貸
付
相
手
の
丁
数
は
年
に
よ
り
変
化
が
多
い
が
、
天

唱
五
年
二
一
番
多
く
、
文
化
二
年
前
で
減
少
し
、
そ
れ
以
後
ま
た
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
年
代
的
な
変
化
は
、
貸
借
の
総
額
に
お

い
て
も
、
ま
た
当
座
帳
に
記
さ
れ
た
金
銭
収
支
の
額
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
っ
て
、
真
銅
家
の
経
済
活
動
の
動
き
を
、
あ
る
程
度
は
つ
き

り
と
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
み

る
と
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
竜
大
体
同
じ
様
な
増
減
の
傾
向
を
示
し
て
は

い
る
が
、
寛
政
期
以
後
村
外
、
親
類
の
増
加
に
比
べ
て
村
内
の
増
え

方
が
激
し
い
。

　
つ
ぎ
に
借
主
と
貸
付
内
容
の
関
係
で
あ
る
が
、
第
1
8
表
の
よ
う
に

年
に
よ
り
か
な
り
の
変
動
が
あ
る
が
、
大
き
く
み
る
と
、
　
「
物
貸
」

に
つ
い
て
は
村
内
と
親
類
の
場
合
が
多
い
が
、
親
類
の
物
貸
が
宝
贋

期
か
ら
天
明
期
へ
と
ふ
え
文
化
期
以
後
次
第
に
へ
る
の
に
対
し
、
村

内
の
物
貸
は
天
明
t
文
化
期
に
へ
り
、
以
後
ふ
え
て
行
く
と
い
う

傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
「
預
り
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
般
的
に
村

外
が
非
度
に
多
く
親
類
が
こ
れ
に
つ
ぐ
が
、
村
外
の
「
預
り
」
は
天

明
期
以
後
、
減
少
し
て
来
て
お
り
、
村
内
の
「
預
り
」
は
額
は
少
い
・

が
、
文
化
ご
ろ
か
ら
ふ
え
て
来
て
い
る
。
　
「
利
子
」
は
大
体
に
お
い

て
村
内
が
多
く
、
文
化
期
に
一
時
へ
る
が
そ
の
後
ま
た
ふ
え
て
ゆ
く
。

　
粉
貸
の
内
容
［
に
つ
い
て

み
る
と
文
化
ご
ろ
ま
で
親

類
を
中
心
に
み
ら
れ
て
、

そ
の
後
減
少
す
る
物
貸
は
、

文
化
－
天
保
期
に
ふ
え
て

来
る
村
内
の
物
貸
と
は
質

的
に
異
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
ま
ず
前
者
つ
ま
り

親
類
の
物
貸
の
一
例
と
し

て
、

第18表

外村

二二1利子i預tJ
　　　　匁

11，588．40

14，747．64

　9，000．OO

　8，000．OO

　2，758．46

　　　匁
　308．67

2，881．81

　787．4

327．09

32．07

　　　匁

876．22

41．00

宝暦10

天i舅5

寛政7

文化2
tt　12

天保7

　
　
宝
暦
一
〇
年
の
川
辺
村
清
左
衛
門
の
場
合
を
み
ょ
う
。
同
家
と

の
関
係
は
元
禄
七
年
の
宗
門
帳
で
甚
兵
衛
の
女
房
（
当
4
5
歳
）
は
清
左

衛
門
家
か
ら
来
て
お
り
、
寛
延
二
年
に
同
家
か
ら
甚
兵
衛
…
の
甥
に
あ

た
る
喜
市
を
養
子
に
迎
え
て
い
る
か
ら
、
宝
暦
一
〇
年
当
時
は
親
類

と
し
て
か
な
り
の
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
家
と
の
貸

借
の
中
で
物
恥
は
、
し
ら
み
薬
五
回
、
か
ん
ぴ
よ
、
毛
綿
一
疋
、
す

み
、
な
ど
で
、
真
銅
家
の
方
で
も
布
、
い
電
種
な
ど
を
借
り
て
い
る
。

他
に
賃
銀
壱
貫
匁
、
貸
銀
一
貫
一
四
五
匁
四
分
、
取
替
二
二
匁
八
分

な
ど
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
看
つ
ま
り
文
化
期
以
後
に
ふ
え
る
村
内
の
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「
物
貸
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
内
容
は
、
米
、
粕
、
割
木
以
外
の
も

の
は
な
く
、
む
し
ろ
売
買
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
つ
ま
り
、
同
じ
く

「
物
貸
」
と
い
っ
て
も
、
前
者
と
後
者
と
で
は
内
容
が
質
的
に
ち
が

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
と
、
文
化
十
二
年
の
親
類
に

齢
す
る
「
物
貸
」
が
、
た
と
え
ば
川
の
辺
村
清
左
衛
門
の
場
合
、
綿

ぼ
う
し
、
半
紙
、
杉
原
、
当
村
林
兵
衛
へ
た
ん
す
・
じ
ゅ
ば
ん
・
ね

つ
け
・
袖
口
・
薬
、
当
節
直
黒
へ
わ
り
木
・
え
り
袖
口
・
嶋
一
反
・

小
紋
布
・
袖
口
な
ど
の
貸
付
で
あ
る
の
に
対
し
、
村
方
に
対
す
る

「
物
貸
」
は
、
甚
八
へ
粕
、
善
六
へ
粕
・
米
、
清
七
へ
粕
・
割
木
な

ど
と
い
う
ふ
う
に
そ
の
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
天
保
七
年
に

は
親
類
へ
の
物
貸
も
へ
っ
て
庄
．
丘
ハ
衛
へ
、
そ
う
め
ん
・
ふ
だ
け
に
な

っ
て
い
る
に
対
し
、
村
方
へ
の
物
思
は
政
治
郎
へ
米
一
石
、
清
七
へ

米
一
石
八
斗
、
定
七
米
五
斗
と
い
う
よ
う
に
、
米
の
中
黒
と
さ
え
考

え
ら
れ
る
者
だ
け
に
な
り
、
物
貸
の
内
容
は
す
で
に
変
質
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
「
預
り
銀
」
は
村
外
が
多
く
、
村
内
に
比
べ
て
大
口
の
者

が
多
い
。
た
と
え
ば
宝
暦
十
年
で
は
、
古
市
村
六
兵
衛
か
ら
三
貫
五

百
匁
と
古
屋
敷
の
源
右
衛
門
か
ら
五
貫
匁
を
借
り
て
い
る
。
こ
の
他
、

売
米
の
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
売
雲
煙
で
あ
る
古
市
村
銀
屋
治
郎
兵

衛
、
山
田
村
伊
兵
衛
、
山
田
村
五
兵
衛
な
ど
は
、
預
り
銀
の
有
力
な

貸
主
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
村
内
の
蓋
置
は
小
臼
で
あ
る
が
文

化
－
天
保
期
へ
と
ふ
え
て
来
て
い
る
。
　
「
利
銀
」
竜
村
内
の
場
合
小

口
で
、
貸
付
活
動
の
さ
か
ん
で
あ
っ
た
明
和
一
天
明
期
に
お
い
て
は
、

み
ず
か
ら
の
資
金
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
村
外
や
親
類
か
ら
借
り
た
お

金
を
主
と
し
て
村
内
の
者
に
貸
す
ど
い
う
場
合
が
み
ら
れ
る
。
し
か

し
文
化
一
天
保
期
に
は
「
預
り
」
　
「
利
貸
」
と
も
に
村
外
は
少
く
な

り
、
小
口
の
村
内
に
限
ら
れ
て
行
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

変
化
は
、
真
銅
家
が
自
作
経
営
を
縮
少
し
て
小
作
地
経
営
に
重
点
を

お
く
よ
う
に
経
営
方
式
を
変
え
る
と
と
も
に
、
小
作
料
と
し
て
米
を

収
取
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
そ
の
米
を
主
な
資
本
と
し
て
、
貸
付

業
を
小
規
模
で
は
あ
る
が
す
つ
き
押
し
た
形
で
営
な
む
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
小
作
制
の
確
立
に
対
応
す
る
地
主

の
経
済
活
動
の
転
換
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。

　
な
お
、
奉
公
人
関
係
の
貸
借
に
つ
い
て
は
人
数
も
少
く
、
は
っ
き

り
し
た
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
内
ノ
小
兵
衛
の

場
合
を
あ
げ
よ
う
。
小
兵
衛
は
元
禄
十
二
年
二
十
三
歳
で
大
黒
村
か

ら
真
銅
家
の
下
人
と
な
り
、
享
保
三
年
に
死
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
元

文
四
年
、
大
黒
村
a
同
家
の
者
之
思
わ
れ
る
小
兵
衛
が
二
十
八
歳
で

下
人
と
な
り
、
寛
延
二
年
ま
で
は
宗
門
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
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こ
ろ
が
そ
の
後
宗
門
帳
を
欠
い
て
い
る
の
で
そ
の
行
方
が
わ
か
ら
な

い
が
、
万
出
入
帳
に
は
み
え
、
宝
暦
十
年
に
は
日
用
賃
を
、
天
明
五

年
、
文
化
留
年
、
同
十
二
年
に
は
給
金
を
、
天
保
七
年
に
は
日
用
賃

を
受
と
つ
て
お
り
、
天
保
七
年
に
は
枠
万
蔵
が
下
人
に
な
っ
て
い
る

か
ら
、
こ
れ
ら
が
同
家
の
人
間
で
あ
る
と
す
る
と
、
勘
当
長
い
間
に

わ
た
っ
て
真
銅
家
と
雇
傭
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
真

銅
家
の
小
作
帳
に
は
宝
暦
五
年
か
ら
小
兵
衛
分
屋
敷
と
い
う
の
が
書

出
さ
れ
て
お
り
、
他
へ
貸
し
て
い
る
。
こ
れ
も
同
一
人
と
す
れ
ば
、

経
済
的
に
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
こ
の
小
兵
衛
と
の
貸
借
の
内
容
を
み
る
と
、
宝
暦
十
年
に
は
薬

代
、
小
口
の
貸
金
が
合
計
九
三
匁
四
五
で
他
に
取
替
が
二
三
匁
三
五

で
、
日
用
賃
四
二
匁
一
二
を
渡
し
て
い
る
。
転
化
十
二
年
に
は
、
給
金

八
○
匁
が
渡
さ
れ
、
八
寸
十
人
前
、
毛
綿
一
・
六
反
、
粕
、
き
ざ
み

こ
ぶ
、
塩
な
ど
を
借
り
、
年
貢
一
四
匁
一
．
厘
を
立
替
え
て
も
ら
っ
て

い
る
。
天
保
七
年
で
は
臼
用
船
を
七
匁
渡
し
て
い
る
が
、
七
十
の
方

は
、
．
米
を
四
石
一
斗
の
み
と
な
り
、
他
に
年
貢
不
足
の
立
替
九
一
二
匁

〇
二
、
貸
銀
が
詔
一
六
匁
三
六
、
預
銀
四
六
匁
九
二
と
い
う
勘
定
で

他
の
村
内
の
人
と
余
り
変
ら
な
く
な
り
、
真
銅
家
に
対
す
る
依
存
関

係
が
う
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
貸
付
活
動
は
文
化
ご
ろ
か
ら
沈
滞
し
、
村
外
と

の
大
口
貸
借
は
次
第
に
少
な
く
な
り
、
ま
た
一
方
親
類
な
ど
に
対
す

る
物
貸
し
の
よ
う
な
半
自
給
経
済
的
な
貸
付
は
へ
り
、
村
内
の
一
般

農
民
を
対
象
と
し
た
小
口
の
利
貸
が
主
と
な
り
、
そ
れ
に
と
竜
な
い

親
類
と
奉
公
人
な
ど
の
恩
恵
的
な
貸
借
関
係
も
次
第
に
性
格
を
変
え

て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
文
化
期
以
降
、
主
な
貸
借
相

手
と
な
っ
た
村
内
貸
借
人
の
村
内
持
高
を
調
べ
て
み
る
と
第
1
9
表
の

ag19表　貸欝人の持高（村内のみ）

瞬・・陣歎化2i緻・1天保・

2
4
1
5
1
2

1
1
3
3
1
1
1
6

1
　
　
　
　
　
1

6
　
γ

4
　
　
2

8

9
臼
　
9
ρ
　
2
　
　
1
　
　
只
U

30石以上

20石以上30石未瀞彗

10　n　20　lt

5　tt　10　11

3　ti　5　lt

1　tl　3　tt

1石未満

免割帳になし

35 3315 14　1　15計

通
り
で
あ
り
、
親
類

を
除
く
と
三
石
以
下

特
に
一
石
未
満
の
零

細
高
持
層
が
多
く
、

真
銅
家
の
貸
付
活
動

が
村
内
の
、
し
か
も

零
細
な
農
罠
相
手
の

小
規
摸
な
も
の
に
な

っ
て
行
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
そ

の
後
の
収
支
を
み
る

と
そ
れ
な
り
に
平
穏

25　（855）



に
貸
付
を
つ
づ
け
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
　
む
　
　
す
　
　
び

　
農
業
経
営
、
牛
売
買
、
貸
付
の
多
面
的
な
経
営
を
行
な
っ
て
い
た

真
銅
家
で
は

　
①
天
明
期
ご
ろ
ま
で
は
牛
売
買
も
ま
だ
か
な
り
み
ら
れ
、
農
業
経

営
に
お
い
て
も
棉
作
が
盛
ん
だ
つ
た
時
期
で
あ
り
、
貸
付
活
動
は
半

自
給
的
な
面
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
村
外
と
大
口
の
貸
借
関
係
も
あ

り
、
取
引
高
竜
多
く
、
活
澱
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
村
外
の
遥
拝

主
に
は
真
銅
家
の
売
店
先
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
経
営
の
各
側
面
は
お

互
い
に
利
用
し
あ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
②
牛
売
買
が
天
明
i
寛
政
期
ご
ろ
か
ら
天
王
寺
村
の
独
占
に
お
さ

れ
て
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
持
高
も
へ
リ
ハ
そ
の
上
農
業
経
営
に
お

い
て
は
、
自
作
地
を
中
心
に
行
っ
て
来
た
棉
作
が
寛
政
末
ご
ろ
か
ら

ふ
る
わ
な
く
な
る
と
い
う
事
態
に
あ
っ
て
自
作
地
を
縮
少
、
小
作
地

に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
各
部
の
縮
少
、
不
振
と
と

電
に
文
化
ご
ろ
か
ら
貸
金
活
動
も
沈
滞
し
、
と
く
に
村
外
と
の
大
口

取
引
は
次
第
に
へ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
③
交
化
期
以
降
、
農
業
経
営
が
小
作
地
に
重
点
を
お
か
れ
る
よ
う

．
に
な
る
と
と
も
に
、
小
作
制
の
内
容
も
変
化
し
、
米
作
中
心
の
小
作

制
は
、
小
作
地
の
國
定
化
、
現
物
小
作
料
な
ど
以
前
の
段
階
に
比
べ

る
と
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
ま
た
今
ま
で
の
自
作
地
、
小

作
地
を
含
め
た
経
営
は
、
自
作
地
、
小
作
地
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
経
営
・

と
な
り
、
小
作
人
の
経
営
規
模
の
拡
大
と
あ
い
ま
っ
て
小
作
人
の
立

場
を
上
昇
さ
せ
、
壷
口
引
下
げ
、
小
作
銀
納
石
替
直
段
の
き
め
方
な

ど
小
作
人
に
有
利
な
条
件
も
出
て
来
て
い
る
。
ま
た
貸
付
は
村
内
の

零
細
農
が
主
た
る
貸
付
梢
手
と
な
り
、
そ
の
貸
付
内
容
電
比
較
的
依

存
性
が
つ
よ
い
と
思
わ
れ
る
「
物
貸
」
は
へ
り
、
小
口
の
「
利
貸
」

が
一
般
的
と
な
り
、
こ
の
変
化
は
真
銅
家
と
小
作
人
の
関
係
の
変
化
、

小
作
制
の
確
立
に
対
応
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
④
真
銅
家
の
三
つ
の
経
済
活
動
は
、
右
に
の
べ
た
よ
う
に
お
互
い

に
か
ら
み
あ
っ
て
変
化
の
過
程
を
た
ど
っ
て
来
た
。
こ
の
場
合
、
農

業
経
営
以
外
の
経
営
は
、
農
業
経
営
と
相
反
す
る
よ
う
な
動
き
を
た

ど
る
こ
と
な
く
、
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
動
き
を

示
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
全
．
体
と
し
て
、
地
主
制
成
立
期
の
地
主
経

済
の
主
要
な
内
容
を
構
成
し
、
地
主
綱
成
立
の
基
礎
を
な
し
た
の
で

あ
る
。

④
　
戸
谷
敏
之
「
徳
周
臨
・
代
に
お
け
る
農
業
経
営
の
諸
類
型
」
の
先
駆
的
な
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業
績
を
は
じ
め
、
最
近
で
は
、
山
崎
隆
三
『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構
造
』

　
な
ど
詳
細
．
な
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

②
　
山
口
之
夫
「
河
内
国
古
市
丁
度
ヶ
谷
村
に
お
け
る
棉
作
」
（
『
近
世
史
研

　
究
』
二
の
七
）
。
酒
井
一
「
近
畿
農
業
と
牛
流
通
」
（
『
史
林
』
四
四
の
二
・

　
三
）
。

③
山
崎
隆
三
前
掲
。

④
　
石
高
と
虚
日
の
関
係
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
が
売
券
、
質
入
証

　
・
叉
な
ど
か
ら
、
持
高
殿
筆
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
平
均
．
し
て
宛
高

　
は
石
高
の
約
二
・
四
倍
に
な
っ
た
（
同
家
の
宝
暦
五
年
当
時
の
持
高
の
約

　
半
数
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
で
あ
る
）
。

⑤
農
業
経
営
縮
少
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
他
に
真
銅
家
だ
け
の
特
殊
な
条

　
件
が
考
え
ら
れ
る
。
宗
門
帳
に
よ
れ
ば
寛
政
二
年
に
戸
主
甚
兵
衛
が
匹
七

　
歳
で
死
ん
だ
時
、
諸
子
三
四
郎
は
ま
だ
九
歳
で
、
文
化
元
年
、
二
一
歳
に

　
な
っ
て
甚
兵
衛
を
名
の
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
者
の
代
替
り
と
幼

　
少
で
あ
っ
た
こ
と
も
当
時
の
其
母
家
に
と
っ
て
不
振
の
一
幕
で
あ
っ
た
と

　
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
そ
の
不
振
に
対
処
す
る
の
に
自
作
経
営
を
縮
少

　
し
小
作
経
営
へ
重
点
を
お
く
と
い
う
方
向
を
と
っ
た
こ
と
に
は
、
受
業
経

　
営
そ
の
も
の
の
な
か
で
原
因
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

⑥
こ
れ
は
盗
作
の
さ
か
ん
な
時
期
に
お
い
て
も
、
こ
の
村
で
の
綿
作
の
に

　
な
い
手
は
中
農
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
当
然
か
も
し
れ
な
い
（
山
口

　
之
夫
前
掲
）
。

⑦
拙
稿
「
家
計
鱒
の
成
立
」
（
『
生
活
文
化
研
究
』
第
6
冊
、
）
こ
の
論
文

　
で
は
、
真
銅
家
の
消
費
支
繊
の
変
化
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
論
述
し
た
。

近世後期の地主経済（宮下）
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